本装置用に用意されている各種オプションの取り付け • 取り外しの手順や作業を行う際の注意事項につい 
て説明します。 


作業を始める前に (—126 ページ） . 

取り付け/取り外しの準備(—128ページ） . 

PCI ボードの増設(—131ページ） . 

BIOS 設定の変更(―134ページ） . 

割り込みラインと1/〇ポートアドレス （—141 ページ) 


安全上の注意や取り扱いの際の注意事項につい 
て説明します。作業を始める前に必ず読んでく 
ださい。 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の準備ができるまでの手順について説明します。 

PCI ボードの増設手順について説明します。 

PCI ボードの取り付け（または取り外し）後には、 
本装置の BIOS 設定を変更する必要があります。 
ここでは変更方法やその他、 BIOS の設定を確 
認 • 変更しなければならないときの手順について 
説明します。 

本装置内部のアドレスや割り込みの設定について 
説明しています。 
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作業を始める前に 

本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け • 取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい 0 





®0 
A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



△注意 


A 0 

/^\ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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取り扱い上の注意 


装置を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。 

• ここで示すオプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合 
の装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねます 
のでご了承ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社 
の保守員に取り付け/取り外しを行わせるよラお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となりま 
す。 

• ここで説明していない部品の取り付けや交換、取り外しをしないでください。説明され 
ていない部品やデバイスの取り付け • 取り外し • 交換は保守員が行います。 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


システムの拡張 
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取り付け/取り外しの準備 

部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


卓上に設置している場合 


本装置を卓上に設置している場合の手順について説明します。 


1. 本体の電源を OFF ( P 〇 WER ランプ消灯） 
にする。 

2. 本体に接続しているすべてのケープルお 
よび電源コードを取り外す。 


3〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 H 


他 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 批^^^^^ 
0000000 


loSSSB 


POWER スイッチ 



トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフックが本体の 
フレームにある穴に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 
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ックに設置している場合 


本装置をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取り外しは1 
人でもできますが、なるべく複数名で行うことをお勧めします。 



△注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 


1. 35〜36ぺージの「取り外し手順」を参照して本装置をラックから取り外し、じょうぶで平らな机の 
上に置く。 



3. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせ 
てください。 
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トップカバーを取り付けるときは、 
トップカバーにあるフックが本体の 
フレームにある穴に引つかかるよう 
にして取り付けてください。 



ラックへ収納する際は、本体側面にあるマウ 
ントブラケットをサボートブラケットに差し 


マウント 


サポート 
ブラケツ I 



フロントべゼルを取り付けるときは、フロン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためにもキーで 
ロックしてください。 


フレーム 
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PCI ポードの増設 


本装置には、 pci ボードを取り付けることのできるス□ットを1ス□ット用意しています。 


H-0 pci ボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてから pci ポードを取り扱ってください。また、 pci ポードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 PCI ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は127ページで詳しく説明しています。 


PCU □ツト 



取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□ットにボードを取り付けます。 


II ^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネクタ形 
状が合っていることを確認してください。 

I M-0 本装置に取り付けることのできる PCI ポードはシヨートタイプのもののみです。□ングタイ 
プは取り付けることができません。 
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1.128 ページを参照して準備をする。 

2 . ネジ1本を外してリテンションブラケッ 
卜と I/O パネルを取り外す。 


w-Oi^ 

取り外した i/c 


，た I / O パネルは、大切に保管し 
ておいて < ださい。 


リテンションブラケット 



3 . 部品面を上に、接続端子部を PCI ス□ツ 
卜に向けてボードを PCI スロツ トにしつ 
かりと確実に接続する。 

PCI ス □ツ トのキーとボード端子部分の 
キース□ットを合わせながら接続してく 
ださい。 



ポード端子部分を触らないよう注意し 
てください。汚れや手の油が付着する 
と誤動作の原因となります。 

4 . リテンションブラケットを取り付ける。 

I チェック I 

リテンションブラケットのツメが取り 
付けた PCI ボードの I/O パネルを保持し 
ていることを確認してください。 


5 . 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

6 . MWA をインストールした管理コン 
ピュータを準備する。 




7 . 本体の電源を〇 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST の画面で何らかの エラー メッセージが表示された場合は、メッセージを記録して保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


8 . BIOS 設定変更のユーテイリテイ 「SETUP」 を起動して 「Advanced」 メニューの 「Advanced」 で、 
「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。 

9 . MWA をインストールした管理コンピュータからオプションボードの BIOS 設定を必要に応じて変 
更する。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を 
行ってください。 

ボードをしっかりと持って取リ外してくださ 
い。また、取り外しの際に装置が動かないよ 
う別の人に装置を押さえてもらいながら取り 
外しを行ってください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、装 
置に取り付けられていた I / O パネルを必ず取 
り付けてください。取り付けた l /〇パネルが 
リテンションブラケットで確実に固定されて 
いることも確認してください。 
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BIOS 設定の変更 

Basic Input Output System(BIOS) 設定の変更方法について説明します。 

BIOS 設定の変更はユーティリティ 「SETUP」 を使用します。このユーティリティは本装置内のフラッシュ 
メモリに標準でインス|-ールされているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 
SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんどの場合におい 
て SETUP を使用する必要はありませんが、次の場合に起動して設定を変更する必要があります。 


• PCI ボードを取り付けた（または取り外した)場合(—136ページ） 

• 起動ディスクの順番を変更する場合 (—137 ページ） 

• 何らかのトラブルによってマザーボード上の CMOS の内容をクリア （6 章参照）した場合 
(—138 ページ） 


11-0 ここで説明していない項目の設定を変更しないでください。また、 BIOS でのパスワードの 

設定はシステムのセキュリティを高める上で有効な手段ですが、本装置ではパスワードを設 
定しないでください。本装置を起動するたびに MWA がインストールされた管理コンピュー 
夕からパスワードを入力しなければならなくなります。 

本装置への□グインパスワードの設定は、ターミナルサービスクライアント機能を持つ 
rWebUI」 から設定することができます。 



SETUP の起動や起動後の表示されている各パラメータの内容の確認、設定の変更は MWA が 
インストールされている管理コンピュータ（リモートコンソール）から行います。 MWA のイ 
ンストールについては、4章を参照してください。 

本体の電源を〇 N にすると管理コンピュータのディスプレイに POST (Power On Self-Test) 
の実行内容が表示されます。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


ここで <F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


設定項目 - 


現在表示しているメニュ 


tap Utility 
I System Hardware 


r いるニューを示す 


► Thermal Sensor 

► Wake On Event 


AC-LINK: [Last State] 

ESMIRQ: [IRQ10] 

Error Log Initialization: 

>■ Console Redirection [Enter] 


FI Help U Select Item 


サブメニューが 
あることを示す 



Item Specific Help 


Thermal Sensor Menu. 


V+ Change Values 

Esc Exit <~» Select Menu Enter Street ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


F9 Setup Defaults 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの機能説明 


カーソルキー I ) 

カーソルキー（—、 

<_>キー/<十> キー 

<Ente「> キー 
<Esc> キー 
く F 1> キー 

く F 9> キー 
く F 10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced、Security、System Hardware 、 Boot、Exit などのメニューを選択し 
ます。 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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PCI ポードを取り付けた(または取り外した)場合 


PCI ボー ドを取り付けた（または取り外した)場合は、装置内部に保存されているシステム構 
成情報（コン フィ グレーシヨンデータ）を更新します。 

• 選択するメニュー 

「 Advanced 」 一 「 Advanced 」 一 「Reset Conriguration Data 」 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced 

Item Specific Help 


Select the operating 
system installed 
on the system which 
will be used most 

/^stalled OS: [PnP^C] 

1 Reset Configuration Data: [No]1 

A Boot-time Diagnostic Screen: [Disab!^l] 

^oitikiioc duppori: Luisabled] 

POST E rror Pause: [E nabled] 

commonly. 

Note: An incorrect 
setting can cause some 
operation systems to 
display unexpected 
behavior. 


FI Help tl Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--> Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


• 操作方法 

「Reset Configuration Data」 を選択（ハイライト）してく Ente「> キーを押します。表示さ 
れるメニューから 「Yes」 を選択して SETUP を終了してください（この後の「終了方法」を参 
照してください）。本装置が再起動し、システム構成情報が更新されます。メニューは 
「N0」に自動的に切り替わります。 
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起動デイスクの順番を変更する場合 


CD-R 〇 M ドライブ、フロッピーディスクドライブ、ハードディスク、およびネットワーク 
ブートデバイス （PXE ブート）の中から起動の優先順位を設定します。 

特に本装置に添付の CD-R 〇 M から起動させたり、本装置の再インスI-ールをしたりする場合 
は、 CD-ROM ドライブが最も高い優先順位に設定されていなければいけません。 

• 選択するメニュー 

「Boot」 

Phoenix BIOS Setup Utility 


1. CD-ROM Drive 

2. 4flard Drive 

3. 4Removable Device 

4. I ntel (R) Boot Agent Version 4.0.17 


Item Specific Help 


Use く T>or «d>to 
select a device, then 
press <+>to move it up 
the list, or <—>to 
move it down the list. 
Press <Esc>to exit 
this menu. 


FI Help 
Esc Exit 


Ti Sel( 
h Sel< 


lect 

lect 


Item 

Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


操作方法 

< t > キー/ < 丨 > キー、<十〉キー/<_>キーでブートデバイスの優先順位を変更できま 
す。各デバイスの位置へ< t 〉キー/<丨 >キーで移動させ、<十>キー/<_>キーで優先 
順位を変更できます。項目の前に「+」がある場合は、ここで <Ente「> キーを押すとサブメ 
ニューが表示され、項目の中からブートデバイスを選択することができます。変更後、 
設定内容を保存して SETUP を終了してくださぃ（この後の「終了方法」を参照してくださ 
い）〇 
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マザーポード上の CMOS の内容をクリアした場合 


何らかのトラブルによってマザーボード上の CMOS の内容をクリア (6 章参照)すると 、 BIOS 
設定の中の〇 S のタイプを選択するメニューが本装置に適合しない設定に戻ってしまいます。 
この状態では本装置が正しく動作しません。 CMOS の内容をクリアした場合は、以下の3つ 
を再設定してください。 

• コンソールリダイレクションの設定(保守管理ツール） 

• デバイスのブート順の設定 
• Installed 〇 S の設定 


• 選択するメニュー 


fAdvanced 」— rAdvanced」—Hnstalled OS 」 



• 操作方法 


「 Installed 〇 S 」 を選択(ハイライト）してく Ente 「> キーを押します。表示されるメニューか 
6「 PnP 〇 / S 」 を選択して SETUP を終了してください（この後の「終了方法」を参照してく 
ださい）。本装置が再起動し、システム構成情報が更新されます。 
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終了方法 


SETUP を終了させる方法について説明します。 

• 選択するメニュー 

「 Exit 」 

IT Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced Security System Hardware 



• 説明 

— Save Changes & Exit 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Save Changes & Exit を選択すると、次の画面が表示 
されます。ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ） 
内に保存して SETUP を終了し、本装置は自動的にシステムを再起動します。 「 No 」 を 
選択すると Exit メニューに戻ります。 

— Exit Without Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。ここで、 「 No 」 を選択すると、変更した内容を保 
存しないで SETUP を終わらせることができます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容 
を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本装置は自動的にシステムを再起動しま 
す。 

— Get Default Value 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時にこの項目を選択します 。 Get 
Default Value を選択すると、次の画面が表示されます。ここで、 「 Yes 」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

| «-〇 デフォルト値に戻した場合は、前ページの説明に従って本装置で使用する 0 S タイプの 
設定を変更して、 BIOS 設定を保存後、終了してください。 
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Load Previous Value 


CMOS に値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選 
択します 。 Load Previous Value を選択すると次の画面が表示されます。ここで、 
「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 「 No 」 を 
選ぶと Exit メニューに戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時 
に、この項目を選択します 。 Save Changes を選択すると、次の画面が表示されま 
す。ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保 
存します。 「 No 」 を選ぶと Exit メニューに戻ります。 



割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

SCI (対応 OS を使用時のみ有効） 

2 

カスケード接続 

10 

PCI/ESMINT 

3 

COM 2 シリアルポート 

11 

PCI 

4 

C 〇 M 1 シリアルポート 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プロセッサ 

6 

フロッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。 


メニュー項目 

割り込み 

出荷時の旧 Q 設定 

PCI IRQ 1 

PCI スロット# 1 

IRQ 11 

PCI IRQ 2 


IRQ 5 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN 1、2 

IRQ 7 

PCI IRQ 4 

USB 

IRQ 5 
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I/O ポートアドレス 


アドレス# 1 

使用チップ 

ァドレス* 1 

使用チップ 

〇〇 -1 F 

DMA コントローラ 



20-21 

インターラプトコントローラ 

— 

— 

22 

チップセット 

376 

IDE コントローラ（標準） 

2 E -2 F 

スーパー I/O 

— 

— 

40-43 

システムタイマ 

— 

— 

60, 64 

キーボードコントローラ 

3 B 0-3 BB 

VGA 

61 

システムスピーカ 



70-73 

リアルタイムクロック 

3 C 0-3 DF 

VGA 

80-8 F 

DMA コント□ーラ 

3 E 8- 3 EF 

(シリアルポート） 

92 

チップセット 

3 F 0- 3 F 5 

デイスケットコントローラ 

AO - A 1 

インターラプトコント □— ラ 

3 F 6 

IDE コントローラ（標準） 

B 2- B 3 

チップセット 

3 F 7 

デイスケットコントローラ 

C 0 -DF 

DMA コントローラ 

3 F 8- 3 FF 

シリアルポート 

F 0 -FF 

チップセット 

4 D 0-4 D 1 

チップセット 

170 -177 

DE コント□—ラ（標準） 



1 F 0-1 F 7 

DE コント□—ラ（標準） 





CF 8 

チップセット 

— 

— 

CFC - CFF 

チップセット 

2 E 8- 2 EF 

(シリアルポート） 

CF 9 

チップセット 

2 F 8- 2 FF 

シリアルポート 

— 

— 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの1/〇ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 



























